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１ ねらい 

(1) 子育てについて先進的に取り組んでいる企業等の事例を知り、仕事と生活の両立が

できる環境について考える。 

(2) 子育ての現状や課題に対する理解を深め、子育てをしやすい環境について考える。 

 

２ 研修にあたって 

(1) 子どもの健全育成のためには、地域ぐるみで子育てをする環境づくりが大切である

ことから、地域住民の共同意識啓発に努める。 

(2) 家庭及び地域の子育て力の向上、社会に開かれた家庭づくり、地域における子育て

活動の興隆をめざすことにより、地域における多様な子育てに寄与する。 

 
３ 場の設定 

住民研修、地域学習会、地域の催し 

 
４ 研修の進め方 

(1) できるだけさまざまな世代の人が参加しやすい時間・場を設定する。 

(2) 支援者（ファシリテーター）は、参加者が主体的に活動できるように、発言のきっか

けづくり（分かりやすい内容を例示等）を行い、できるだけ参加者すべてが発言でき

るように配慮する。 

 
５ 準備物 

  筆記用具、メモ帳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NO. テーマ等 対象 

（19） 
子育て等にやさしい企業

に学ぶ 
成人～高齢者 
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６ 活動内容  

主 な 活 動 活動を支援するポイント 

１ グループ内で自己紹

介を行う。 

□グループ・メンバーで自己紹介を行い、温かい雰囲気を作る。 
 ・初対面のメンバーもいると思われるので、最初から多くの発

言を求めないようにする 
 ・地域での催しや出来事など、メンバー共通の話題をテーマと

して、話しやすい場を設定する 
２ 子育て等にやさしい

企業の事例について知

り、望ましい支援のあ

り方について考える。 

□子育て等、子どもの健全育成のための取組について、メンバー

が日ごろ考えていることなどを出し合う。 
 ・市町や地域で実施している取組で、知っているものを出し合う 
 ・メンバー自身が考えている「こんな取組があれば」という内

容について発表する 
 ・出された取組について、グループで意見交換を行う 
 
□子育て等について、性別にかかわらず働きやすい職場環境づく

りに取り組んでいる企業の事例について知る。 
 ・地域の企業で、先進的な取組を行っている事例があれば、資

料提供を依頼し、その内容を紹介する 
 ・可能であれば、企業に講師派遣を依頼し、取組について話を

してもらう 
 ・事例紹介については、「７ 企業の取組事例１」「８ 企業の取

組事例２」を使用してもよい 
 
□子育てトークを行う。 
 ・話し合いのテーマ例「子育ての中での悩み」「子育ての中での

充実感」 
 ・子育て経験者は、自分の子育て経験を振り返り、思う内容を

発表する 
 ・子育て未経験者は、子育てをされている様子を見て、思う内

容を発表する 
３ メンバーで振り返り

を行う。 
□本日の活動を振り返り、互いに気づいたことや感想を述べる。 

 ・メンバーそれぞれが、活動を通じて感じたことを述べる 
４ 本日のまとめを行う。 □支援者（ファシリテーター）が全体を振り返り、総括する。 

 ・日々の暮らしを充実したものにするためには、仕事と生活の

調和が必要であり、子育てについての意識向上につなげる 

 ・今後も地域全体で、健全な子どもを育成するために、住民

相互に連携していくことを伝える 

 
※ 企業の取組に関する情報入手先 
 ・ひょうご人権ジャーナル きずな（公益財団法人兵庫県人権啓発協会） 
  http://www.hyogo-jinken.or.jp/document/ 

 
 ・ひょうご男女共同参画ニュース（兵庫県男女共同参画推進本部）  
  http://www.hyogo-even.jp/news.html 
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７ 企業の取組事例１ 

 

【資料提供】「ひょうご人権ジャーナルきずな」2016年10月号（公益財団法人兵庫県人権啓発協会） 
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８ 企業の取組事例２ 
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【資料提供】株式会社チャイルドハート 


